






例　　言
１　本書は、三重県が国土交通省中部地方整備局から委託を受けた一般国道２３号中勢道路建設予定地にか

　かる平成２６年度の埋蔵文化財発掘調査の概要報告書である。

２　調査にかかる費用は、国土交通省中部地方整備局の負担による。

３　調査の体制は下記のとおりである。

　　・調査主体　三重県教育委員会

　　・調査担当　三重県埋蔵文化財センター

　　　　　　　　調査研究２課

　　　　　　　　　課　　　　　長　　田中久生

　　　　　　　　　主　　　　　幹　　長谷川哲也

　　　　　　　　　主　　　　　査　　原田恵理子

　　　　　　　　　室 内 整 理 員 　　黒川敬子　　太田浩子　　森川絹代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　北岡佳代子　山口香代　　

　　・土工作業受託機関　西武緑化有限会社（森ヶ坪遺跡第３次調査）

　　　　　　　　　　　　西武緑化有限会社（大野南遺跡第１次調査）

　　　　　　　　　　　　西武緑化有限会社（小塚遺跡・石垣遺跡第１次調査 )

　　　　　　　　　　　　株式会社文化財サービス（西毛谷北古墳・西毛谷Ａ遺跡第１次調査）

　　　　　　　　　　　　安西工業株式会社（西毛谷Ａ遺跡第３次調査）

４　本書で用いた座標は、世界測地系による測量法の第Ⅵ座標系を基準とし、方位は座標北を示す。

５　本書では、小山正忠・竹原秀雄編著『新版標準土色帖』２２版（日本色研事業株式会社　１９９９年）

　を使用した。

６　本書に用いた遺構表示略記号は、以下の通りである。

　　　　ＳＤ：溝　　　ＳＫ：土坑

目　　次
　　Ⅰ　前言　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（長谷川）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １

　　Ⅱ　森ヶ坪遺跡（第３次）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（原　田）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８

　　Ⅲ　西毛谷Ａ遺跡（第３次）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（長谷川）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10

　　Ⅳ　小塚遺跡（一次）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（長谷川）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14

　　Ⅴ　石垣遺跡（一次）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（長谷川）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15

　　Ⅵ　大野南遺跡（一次）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（原　田）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16

　　Ⅶ　西毛谷北古墳・西毛谷Ａ遺跡（一次）‥‥‥‥（原　田）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17



− 1 −

１　中勢バイパスと埋蔵文化財保護
　中勢バイパスは、三重県中勢地域の道路網を充実

させるとともに、交通緩和とバイパス周辺の適切な

土地利用を図り、地域の経済発展に寄与するために、

一般国道 23 号のバイパスとして計画された鈴鹿市

北玉垣町から松阪市小津町までの延長 33.8km の道

路である。当事業地内における埋蔵文化財の保護取

り扱いについての協議は昭和 58 年から行われてい

るが、その詳細については各概報に記載されている

ので参照されたい。

２　平成 26年度の現地調査
　埋蔵文化財発掘調査業務の委託契約は、国土交通

省中部地方整備局長と三重県知事との間で４月１日

に締結した。契約期間は平成 26 年４月１日～平成

27 年３月 31 日である。

　平成 26 年度の調査工程や具体的方法について、

４月８日に国土交通省三重河川国道事務所と三重県

埋蔵文化財センターで協議を行った。その後、次年

度の調査にむけて、用地取得状況や調査計画につい

ての協議を８月 28 日に行った。

　現地調査としては、平成 26 年６月から７月に森ヶ

坪遺跡の第３次調査、平成 26 年７月に大野南遺跡

の一次調査、平成 26 年９月に西毛谷北古墳・西毛

谷Ａ遺跡の一次調査、平成 26 年 10 月に小塚遺跡・

石垣遺跡の一次調査、平成 26 年 10 月から平成 27

年２月に西毛谷Ａ遺跡の第３次調査をそれぞれ行っ

た。

　森ヶ坪遺跡は、調査面積 325㎡で、今回の調査を

もって終了した。

　大野南遺跡は、調査対象範囲 4,500㎡、調査面積

400㎡である。今回の調査では遺構・遺物は確認さ

れず、以後の調査は不要と判断した。

　西毛谷北古墳・西毛谷Ａ遺跡は、調査対象範囲

11,000㎡、調査面積 1,100㎡である。今回の調査で、

6,000㎡が二次調査必要と判断した。

　小塚遺跡は、調査対象範囲 400㎡、調査面積 40㎡

である。今回の調査で、300㎡が二次調査必要と判

断した。24 年度の調査結果と合わせて 1,000㎡が二

次調査の対象範囲である。

　石垣遺跡は、調査対象範囲 2,800㎡、調査面積

210㎡である。今回の調査で、2,800㎡が二次調査必

要と判断した。したがって、24 年度の調査結果と

合わせて、現在のところ、6,800㎡が二次調査の対

象範囲である。

　なお、400㎡の未調査範囲が残っている。

　西毛谷Ａ遺跡については、調査対象範囲のうち、

1,516㎡の第３次調査を行った。

３　平成 26年度の整理作業と報告書作成
　25・26 年度に現地調査を実施した森ヶ坪遺跡の

遺物実測、自然科学分析、写真撮影、調査現場の図

面・写真整理など、報告書作成に向け資料整理を鋭

意行った。また、『相川西方遺跡』の報告書及び概

報 25 を刊行した。

Ⅰ　前　言

写真１　木製品（森ヶ坪遺跡出土）写真撮影

写真２　木製品（森ヶ坪遺跡出土）実測
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４　遺跡の新発見
　西毛谷Ａ遺跡

　津市教育委員会によって行われた民間開発に伴う

確認調査により、新たな埋蔵文化財包蔵地が認めら

れたため、平成 26 年３月３日付、津市生第 2937 号

にて三重県教育委員会教育長あてに、遺跡発見の届

が提出された（西毛谷Ａ遺跡）。したがって７工区

の道路幅杭Ｎ o.442 から 443 付近の東西方向に延び

る尾根上の範囲には、西毛谷北古墳及びそれを包括

する西毛谷Ａ遺跡が所在することとなる。

　西毛谷北１号墳・西毛谷北２号墳

　平成 27 年３月 20 日付津市生第 2852 号で津市教

育委員会教育長から、西毛谷Ａ遺跡内で新たに遺跡

発見の届が提出された（西毛谷北１号墳・西毛谷北

２号墳）。

５　西毛谷Ａ遺跡の調査次数と今後新たに古
墳が発見された場合の名称
　西毛谷Ａ遺跡二次調査の次数については、津市教

育委員会と協議した結果、下記のとおりとした。

　西毛谷Ａ遺跡第２次調査（平成 26 年度、津市教

育委員会が実施）

　西毛谷Ａ遺跡第３次調査（平成 26 年度、三重県

埋蔵文化財センターが実施）

　西毛谷Ａ遺跡第４次調査（平成 27 年度、三重県

埋蔵文化財センターが実施）

　また、西毛谷Ａ遺跡内で今後新たに古墳が見つ

かった場合については、津市教育委員会と協議した

結果、西毛谷北３号墳以降の名称を付与することと

する。

第１表　平成 26 年度中勢バイパス発掘調査遺跡一覧
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第 1 図　中勢バイパス路線内遺跡位置図
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第 2 図　中勢バイパス（4 工区付近）遺跡位置図（1：25,000）（国土地理院 1：25,000『鈴鹿』）

第 3 図　中勢バイパス（7 工区付近）遺跡位置図（1：25,000）（国土地理院 1：25,000『白子』）
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１　はじめに
　森ヶ坪遺跡は、鈴鹿市御薗町、越知町に所在する

遺跡である。遺跡は中ノ川南岸の沖積地に立地して

いる。平成 25 年度に第２次調査を実施し、弥生時

代の溝、井堰、井泉、古墳時代の溝等が確認されて

いる①。第３次調査は、第２次調査の南西部に位置

し、第２次調査で確認された溝ＳＤ 20、ＳＤ 21 が

どの方位に走行するかに主眼を置いた調査となっ

た。

２　調査の概要
【遺構と遺物】

ＳＤ 20

　幅 1.1 ｍ、深さ 25cm を測る。第３次調査区西側

からやや北方へ蛇行し、第２次調査区へ東流する。

　埋土からは、古墳時代前期を中心とした土師器台

付甕（１～２）の他、杭などの木製品が出土している。

ＳＤ 21

　幅 2.7 ｍ、深さ 60cm を測る溝である。第２次調

査区で確認した同溝よりも幅が狭く、浅くなってい

る。

　埋土からは小型丸底壺（４・６）や直口壺（７）

が出土している。概ね弥生時代後期から古墳時代前

期にかけてのものである。

ＳＤ 301

　調査区の北東側で確認した幅 0.6 ｍ、深さ７cm

の浅い溝である。向きは、前述のＳＤ 20、ＳＤ 21

と大きく異なる。出土遺物がなく、時期は不明であ

る。

【まとめ】

　今回の調査では、第２次調査で確認された溝ＳＤ

20、ＳＤ 21 の続きを確認した。ＳＤ 21 埋没後、ほ

ぼ同じ場所に幅・深さの規模を減じてＳＤ 20 を形

成した。ＳＤ 20、ＳＤ 21 共に第３次調査区では幅

が狭く、東方に位置する第２次調査区では幅が広く

なっている。

　調査区南半は遺構・遺物共に稀薄となり、ＳＤ

20、ＳＤ 21 が遺跡の南限であると考えられる。

註
①：三重県埋蔵文化財センター「Ⅱ　森ヶ坪遺跡（第２次）」

『一般国道 23 号中勢道路　埋蔵文化財発掘調査概報 25（平

成 24・25 年度調査）』2015.2

Ⅱ　森ヶ坪遺跡（第３次）

0 80m1:2,000

第２次調査区　6,897㎡ 第３次調査区
　　325㎡

第４図　森ヶ坪遺跡調査区位置図（1：2,000）
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第 5 図　森ヶ坪遺跡遺構図（1：400）

第 6 図　森ヶ坪遺跡出土遺物実測図（1：4）　
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第 7 図　西毛谷 A 遺跡周辺遺跡位置図（1：25,000）（国土地理院 1：25,000『白子』）

１　はじめに
　西毛谷Ａ遺跡は、中ノ川と田中川に挟まれた標高

約 40 ～ 45 ｍの丘陵上に立地する。

　当遺跡の東側は郡山町、西側は徳居町で、鈴鹿市

と境を接している。この地域は、縄文時代から古墳

時代にかけての遺跡が多く所在している。

　西川遺跡（２）からは縄文中期末の竪穴住居２棟

が見つかっている。竪穴住居は付近に所在する末野

Ａ遺跡でも見つかっている。また、追谷遺跡（３）

では石鏃や石匙等の石製品が多く採集されている。

　畑遺跡（４）、中瀬古南遺跡（５）からは弥生時

代末から古墳時代前期に至る竪穴住居が見つかって

いる。

　古墳時代、５世紀前半から後半にかけては、埋葬

施設に粘土郭を有し、武器などの多量の鉄製品が出

土した帆立貝式の経塚古墳（６）、円筒埴輪や形象

埴輪が出土した西高山１号墳（７）、埴輪列が確認

できた同２号墳（８）が築造された。

　古墳時代後期になると、前述の首長クラスのもの

に替わって、群集墳が丘陵や平地に出現してくる。

ほとんどが径 10m 前後の円墳である。20 基以上か

らなる寺谷古墳群（９）、25 基からなる茶臼山古墳

群（10）、46 基からなり鈴鹿市南部で最大規模を誇

る大野古墳群（11）がその顕著な事例である。

Ⅲ　西毛谷Ａ遺跡（第３次）

●

●
●

●

●

●

●●●

●

●

●

●

●

0 1km1:25,000

１西毛谷Ａ遺跡　 ２西川遺跡　　　 ３追谷遺跡　　４畑遺跡　　５中瀬古南遺跡　　６経塚古墳
７西高山１号墳　 ８西高山２号墳　 ９寺谷古墳群　10 茶臼山古墳群　11 大野古墳群
12 西毛谷北古墳　13 西毛谷南古墳　14 西毛谷北１号墳　15 西毛谷北２号墳　
16 徳居 10 号窯跡 17 徳居１号窯跡　18 徳居 34 号窯跡　 19 徳居 32・33 号窯跡　20 徳居 12 号窯跡　
21 徳居 11 号窯跡  22 徳居７号窯跡　23 西毛谷Ｂ遺跡　  24 徳居９号窯跡
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　また、この地域には古墳時代から奈良時代にかけ

て集落が急増し（郡山遺跡群）、連動するように須

恵器が大量に生産されるようになる。徳居窯跡群は

県下最大の須恵器生産地で、現在のところ 38 基の

窯跡が確認されている。このように、集落・窯跡・

群集墳が密集したこの地域は、生産と消費が近距離

で深く結びついた特色を帯びていると言えよう。

　西端に西毛谷北古墳及びそれを包括する西毛谷Ａ

遺跡（１）も、こうした特色を反映していることが

窺える。

　河芸町史によると、西毛谷北古墳（12）の丘陵頂

部付近から陶棺が出土したとある。現在、墳丘は認

められず規模は不明である。陶棺は棺身と蓋からな

り、棺身の底には脚台が数多く付いている。規模は

全長 110㎝以上、高さ 50㎝前後と考えられる。また、

杯身・杯蓋、高杯、平瓶等の須恵器が同所から出土

しており、それらの形状から西毛谷北古墳は６世紀

後半から７世紀代の築造と考えられる。

　さらに西毛谷南古墳（13）からは、須恵器甕の制

作技術を用いた合口甕棺が出土している。

　平成 26 年度、津市教育委員会によって西毛谷Ａ

遺跡内で発掘調査がなされ、新たに２つの古墳が見

つかった（西毛谷北１号墳（14）・西毛谷北２号墳

（15））。１号墳は方墳で須恵器甑、甕、蓋杯等が出

土した。２号墳は周溝が検出された。１号墳から出

土した須恵器は、同年度に津市教育委員会によって

発掘調査された徳居 10 号窯（16）出土のものと同種・

同時期であることが明らかとなった。

　【参考文献】

　・鈴鹿市教育委員会『第３回鈴鹿市埋蔵文化財展中ノ

　　川流域の考古学』（1993 年）

　・鈴鹿市考古博物館『平成 23 年度企画展中ノ川流域の

　　考古学』（2012 年）

　・鈴鹿市教育委員会、鈴鹿市遺跡調査会『郡山遺跡群

　　発掘調査報告書』（1983 年）

　・河芸町、河芸町史編さん纂委員会『河芸町史資料編』

　　（2012 年）

　・津市教育委員会『徳居 10 号窯跡発掘調査現地説明会

　　資料』（2014 年）

第８図　西毛谷 A 遺跡（第 3 次）調査区位置図（1：2,000）

【 凡 例 】

平成 26 年度調査済範囲
要二次調査範囲

0    40m1:2,000
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第９図　西毛谷A遺跡（第 3次）遺構図（1：200）　
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２　調査の概要
【基本層序】

　概ね標高 40 ｍ以上となる丘陵頂部は、上から１

表土、２黄褐色粘質土、３明褐色粘質土（地山）と

なる。検出面は頂部付近で表土下 20cm、裾部で表

土下 60cm 程度である。

【遺構】

ＳＫ１

　標高 41m から 42.2m の間に所在し、方形状であ

る。規模と深さは、長辺 3.5m、短辺 1.7m、深さ 0.6m

である。

　遺物は出土しなかった。

ＳＤ２

　標高 39.4m から 41.2m の間に所在し、方形に半

周する形状を有する。規模と深さは、西側４m・北

側７m・東側２m である。古墳周溝である可能性が

考えられるが、削平されているため浅く、遺物も確

認できなかったため、決め手に欠ける。

ＳＤ３

　標高 42.8m から 43.8m の間に所在し、方形に半

周する形状を有する。規模と深さは、西側１m・北

側４m である。古墳周溝である可能性が考えられ

るが、削平されているため浅く、遺物も確認できな

かったため、決め手に欠ける。

【まとめ】

　調査に入る前から、丘陵一帯では、須恵器や陶器

の小片が多数散見されていた。

　調査区では、土坑や溝などが検出されたが、前述

のように削平が著しく遺構としての決め手に欠け

た。また、土が赤く変色している箇所が見られたの

で、十字方向にトレンチを設定して、土層を確認し

たところ、地山の一部が変色したものであり、遺物

も出土しなかった。

　なお、遺物については、調査中において、微細な

ものを多数確認したが、図化できるものはなかった。

　今回調査した北側斜面は遺構密度としては非常に

希薄であった。南側斜面については、一次調査の結

果から、古墳に伴うと思われる溝や土坑から須恵器

壺が見つかっている。

　今後、次年度に予定している南側斜面の調査結果

も併せ、古墳等の時期や形状、占地等を含めた西毛

谷Ａ遺跡の性格を明らかにしていきたい。

写真３　ＳＫ１（南東から）

写真４　ＳＤ２（北東から）

写真５　ＳＤ３（北東から）

写真６　トレンチ（南東から）
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１　はじめに
　小塚遺跡は鈴鹿市北玉垣町に所在し、稲生丘陵北

東縁に位置する ( 第２図１)。現況は畑地・水田であ

る。本事業に伴う分布調査により、古墳時代～中世

の遺物が確認された。平成 26 年度、対象範囲の一

部について一次調査を行った。

２　調査の概要・結果
　調査は遺構の広がりや密度、時期の確認を目的に、

幅２ｍ、延長 20 ｍのトレンチを１箇所設けて行っ

た。

　調査区の標高は 10 ｍ弱。基本層序は、第１層：

表土、厚さ 10㎝前後、第２層：暗オリーブ灰色粘

質土、厚さ 10㎝前後、第３層：赤褐色粘質土 ( 地山・

検出面 ) で、地表から検出面までは 20 数㎝である。

　調査の結果、南北方向に延びる幅 40㎝ほどの溝

６条及び土坑を検出した。溝は耕作に伴うものとみ

られるが、時期は不明である。

　遺物は土師器小片数点にとどまった。

　以上の結果、調査範囲の約 300㎡について二次調

査が必要と判断した。

Ⅳ　小塚遺跡 （一次）

0 20m1:1,000

第 10 図　小塚遺跡（第 1 次）調査区位置図（1：1,000）　

写真 7　H トレンチ（南西から）
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１　はじめに
　石垣遺跡は、鈴鹿市末広北１丁目に所在し、稲生

丘陵上に位置する ( 第２図２)。現況は水田及び畑地

である。本事業に伴う分布調査で、古墳時代〜中世

にかけての遺物や、調査地南端に土塁状の高まりが

あることが確認された。平成 26 年度は対象範囲の

一部について一次調査を行った。

２　調査の概要・結果
　調査は遺構の広がりや密度、時期の確認を目的

に、幅２ｍのトレンチを６箇所設けて行った（総延

長 105 ｍ）。

　基本層序は、第１層：耕作土、厚さ 15㎝前後、

第２層：暗褐色粘質土、厚さ 20㎝前後、第３層：

暗褐色粘質土 ( 地山・検出面 ) で、地表から検出面

までは 20 数㎝である。

　調査の結果、Ａ・Ｃトレンチでピット、Ｂ・Ｄ〜

Ｆトレンチで溝、土坑、ピットなどを検出した。遺

物はほとんど確認できなかったため、遺構の時期な

どは不明である。

　以上の結果、調査範囲の約 2,800㎡について二次

調査が必要と判断した。

Ⅴ　 石垣遺跡 （一次）

第 11 図　石垣遺跡（第 1 次）調査区位置図（1：2,000）　

写真 8　B トレンチ（南から）

写真 9　F トレンチ（南西から）

0 40m1:2,000
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１　はじめに
　大野南遺跡は鈴鹿市郡山町に所在し、中ノ川と田

中川に挟まれた標高約 30 ｍの台地上に立地する（第

３図 14）。現況は水田及び山林である。

２　調査の概要・結果
　今回は、幅２ｍのトレンチを７箇所（Ｔ - １～７）

設定し、合計 400㎡を調査した（第 12 図）。

　基本層序は、水田部分（Ｔ - １～６）と丘陵部（Ｔ -

７）で大きく異なる。Ｔ - １～６は、概ね上から耕

作土、客土、地山（灰黄色粘質シルトに径４㎜以下

の礫多く混）となり、地表から 15 ～ 55cm で地山

が確認された。Ｔ - ７は、上から表土、黄褐色砂質

土、黄褐色粘質シルト（径５㎜以下の礫混）、地山（明

黄褐色粘質シルト鉄分多く含む）であり、地表から

50 ～ 96cm で地山が確認された。地山までの深さ

は西へ行くほど浅くなっていた。

　調査の結果、Ｔ - ４で谷状の落ち込みが確認され

たが、その他のトレンチでは遺構・遺物共に確認で

きなかった。

　もともと西から東、及び南から北へ下る緩やかな

傾斜地であった場所を切土・盛土して、水田に利用

していたとみられる。

Ⅵ　大野南遺跡 ( 一次）

第 12 図　大野南遺跡（第 1 次）調査区位置図（1：2,000）　

写真 10　トレンチ 4 落ち込み（北から）

写真 11　トレンチ 7（北東から）
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１　はじめに
　西毛谷北古墳並びに西毛谷Ａ遺跡は津市河芸町杜

の街に所在し、中ノ川と田中川に挟まれた標高約

40 〜 45 ｍの丘陵上に立地する（第３図 67・69）。

現況は山林である。

　

２　調査の概要・結果
　今回は、幅２ｍのトレンチを７箇所（Ｔ - １〜７）

設定し、合計 1,100㎡を調査した（第 13 図）。

　標高 40 ｍ以上となるＴ - ４〜６、Ｔ - １・２・７

の一部では、上から表土、黄褐色粘質土、明褐色粘

質土（地山）となり、表土下 15 〜 50cm で溝・土坑・

ピットなどを検出した。Ｔ - ２の土坑から壺とみら

れる須恵器の出土、Ｔ - ６で検出した溝の形状から、

いずれも古墳に関わる遺構である可能性が高い。

　丘陵北側裾部となるＴ - ３、Ｔ - １・２の一部は、

上から表土、黄褐色粘質土、黄褐色粘質シルトに径

５㎜以下の礫混、明黄褐色粘質シルトに鉄分多く混

（地山）となり、遺構・遺物共に確認できなかった。

　調査状況から、標高 40 ｍ以上の丘陵頂部 6,000㎡

を二次調査対象範囲とした。

Ⅶ　西毛谷北古墳・西毛谷Ａ遺跡 ( 一次）

第 13 図　西毛谷北古墳・西毛谷Ａ遺跡（第 1 次）調査区位置図（1：2,000）　

写真 12　トレンチ２溝検出状況（南東から）

写真 13　トレンチ２須恵器出土状況（東から）

【凡 例】

要二次調査範囲

施工可

遺構等
0 50ｍ

（1:2,000）
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